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不起訴処分をした検務臼

夜京地n検車11' 険翁1苦情事 Ji ru 久

上配被齢者らに対する各業務 t慣闇彼匝.-，宇{東京地検平時 20年険常 l1 l 

B 7号--I 1 I 98号]につき ド時 20il6J-120向上配峨嗣官がした不包罰

処分町当奇に閉し 当検期寄査会は，上記'i"友人同市立てにより嘗食を行いι 次

のとおり踊決する

描仕の 鍾 旨

本件各不居眠処分はいずれも個当である.

措 法の 理由

当憤踊帯査会は，本件帯1i.rlJ立寄且び迎加資料並びに不起訴処分配凪をと情査検

討の上.慣司直に審£ました結果.放の収支等合臨めることができる.

控室揖.Jtらが持ち帰った師向は，土産分 担軍分。食料分であり。いずれも共同

船舶肱式会仕 (山下 r共舶Jという.)が酎団怯人日本陣顕窃究所(以下.

f甑研Jとも、 う.)から正当に所布曜を取榊 し あるいは需価植な鞠として.共

舶が各策組員に聞与し，あるいは神ち捕ることを認めていたものであり .世主匝者

らの弁解のとお り。これらの行為が軍務上欄慣揮に臨当しないものと 考える.

なお，蝿研との関係においても.土産分及び企料分の所有憎はすでに蹴研から

共舶に暢転してお り白投棄分も腕研が所有植を肱棄したと認められることから.

懐疑者らの行為は犯罪を構成しないものと身える.

よって.暢旗曹がした不起訴処分の織定(搬慢なし)を不相当と判断できる事

情が男児できないので.上配.旨のとおり.決する.
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